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１．要旨 

２０１８年９月 1９日から２１日まで、長崎大学

大学院水産・環境科学総合研究科において、ワーク

ショップ「BioGEOTRACES-Japan begins」を開催し

た。カナダブリティッシュコロンビア大学

Maldonado博士、台湾中央研究院Ho博士、国内関連

研究者とともに、微量金属が海洋一次生産をはじめ

とする生物活動に与える影響をグローバルに研究し

ていく BioGEOTRACES プロジェクトについて、現

在の研究成果と今後の展開について議論を行った。 

 

２．研究の背景 

鉄、亜鉛、コバルト、銅等の金属元素は海水中に

は極微量にしか溶存しないものの、光合成や窒素・

リンなどの代謝に必要な補酵素の補因子として必要

であるため、海洋一次生産の必須微量栄養塩として

知られている(Morel et al., 2003)。これら微量金

属元素のグローバルな分布と挙動を明らかにするた

め、2005年に国際共同研究 GEOTRACES（海洋の微量

元素・同位体による生物地球化学研究)が SCORの支

援する大型海洋研究計画として発足した。現在では、

日米英仏独など 35ヶ国が参加している。国際共同研

究 GEOTRACESでは厳格に定められたクリーン観測法

および国際相互検定を経た精密分析法を用いた断面

観測が行われており、広範囲を網羅したデータが蓄

積されてきている(Schlitzer, 2018)。このような高

品質のデータセットをもとに、微量金属が海洋一次

生産をはじめとする生物活動に与える影響をグロー

バルに研究していく BioGEOTRACES というプロジェ

クトも世界的には始動しているが、日本国内ではま

だ BioGEOTRACES に関連した計画は立てられていな

い。そこで、今回、BioGEOTRACESに関連する研究を

行なっている日本国内の研究者を集めワークショッ

プ「BioGEOTRACES-Japan begins」を開催した。 

 

３．ワークショップの概要 

ワークショップ「BioGEOTRACES-Japan begins」は

２０１８年９月１９日から２１日まで、長崎大学大

学院水産・環境科学総合研究科において開催した。

本ワークショップでは世界の BioGEOTRACES をリ

ードするMaria Maldonado 博士(カナダ・ブリティッ

シュコロンビア大学)と、微量金属と植物プランクト

ンの生理生態を長年研究している Tung-Yuan Ho 博

士(台湾中央研究院)を招聘し、最新の研究動向につ

いて情報を収集した。また、国内からも関連する研

究者 15名が参加した。 

図 1. ワークショップ参加者の集合写真 

 

図 2. Maldonado博士による講演 

ワークショップにおいては、主催者によるイントロ



ダクションの後、3 件の招待講演、2 件の基調講演、

11件の研究発表が行われた。ワークショップのプロ

グラムを参考資料として添付する(参考資料 1)。 

 

４．成果 

 鉄、亜鉛、銅等の金属元素は、海洋表層では低濃

度であり、深層では比較的濃度が高い栄養塩型の鉛

直分布を示すことが知られている(Bruland and 

Lohan, 2003)。多くの海域において、鉛直混合によ

りこれらの金属元素は深層から表層に輸送され、植

物プランクトンに消費されている。本新学術領域「海

洋混合学の創設」では海洋の物理過程が生物生産に

与える影響を研究することが一つの大きな目的であ

り、本ワークショップで発表された研究は、全体計

画とも大きく関わっている。特に高栄養塩・低クロ

ロフィル海域においては、鉄などの微量必須栄養塩

が一次生産を担う植物プランクトンの成育に大きく

関わるため、本ワークショップで発表された北太平

洋亜寒帯における研究成果は重要である。 

本ワークショップにおいて、海水中の微量元素・同

位体と海洋における生物活動との関係について最新

の知見を共有するとともに、研究の今後の発展につ

いて十分な議論が行われた。研究発表の後、

BioGEOTRACES に関連した研究を国際的な連携の

もと、どのように推進していくか、また日本国内で

は BioGEOTRACES に関係した研究をどのように発

展させていくかを議論した。今後の研究を発展させ

る上で、極めて有意義な議論を行うことができた。 

また、本ワークショップでは、計画研究班 A02-3

の班員 3名(西岡、黄、小畑)が発表を行い、公募班 3

名(近藤、三角、吉江)も発表を行なった。例えば、

公募班の三角らによる「Pacific iron cycle driven by 

lateral export from continental-self sediments mediated by 

slowly sinking particles」という講演においては、計画

研究班 A02-3 で得られた微量金属元素に関する最新

のデータセットと、三角らが開発した数値モデルの

結果を結びつけることにより、北太平洋亜寒帯にお

ける微量金属元素の表層への輸送過程が一次生産に

与える影響について、定量的に解析できる可能性が

示された。また、公募班の近藤らによる「Vertical 

distributions of organic Fe-binding ligands in the eastern 

and western subarctic North Pacific」という講演におい

ては、海水中の鉄と有機配位子との錯生成過程が明

らかにされた。このような錯生成過程が、公募班の

三角らが示した鉄の輸送プロセスを支え、計画研究

班 A02-3 で示された北太平洋における溶存態鉄の分

布を維持していると考えられる。本ワークショップ

の開催を通じて、計画研究班と公募班の研究をより

有機的に結びつけることが可能となった。 
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